
 

市
長
／
畜
産
課
は
関
係
機
関
と
連
携

　
　
　 

し
て
事
業
推
進
が
必
要

 

畜
産
係
を
現
状
の
と
お
り

 

残
す
考
え
は

組織再編

 
市
長
／
維
持
管
理
を
定
期
的
に

 

市
の
役
割
分
担
と
整
備
内

 
容
は

観光振興

西　
第
２
次
組
織
機
構
再
編

計
画
に
よ
る
と
、
平
成
27
年

４
月
よ
り
各
支
所
の
畜
産
係

を
頴
娃
庁
舎
に
集
約
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
畜
産
を

取
り
巻
く
環
境
は
飼
料
の
高

騰
、
価
格
の
低
迷
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

峯
苫　
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
事
業
の
提
案
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
本
市
の
役
割
分

等
現
在
最
も
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
困
難
な
時
こ
そ
行
政

と
し
て
支
援
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
畜
産
係
を
現
状

の
と
お
り
各
支
所
に
配
置
し

て
畜
産
振
興
を
図
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　
畜
産
課
は
南
薩
地
域

振
興
局
、
家
畜
保
健
所
、
農

業
共
済
組
合
、
農
協
な
ど
の

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し

て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

西　
本
市
の
農
業
生
産
額
に
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占
め
る
畜
産
の
割
合
は
大
き

く
、
４
月
に
発
生
し
た
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
豚
流
行
性

下
痢
（
Ｐ
Ｅ
Ｄ
）
が
本
県
で

も
拡
大
し
、
近
隣
諸
国
で
は

口
蹄
疫
も
発
生
し
て
い
る
。

　

万
一
に
対
応
す
る
た
め
、

各
支
所
に
畜
産
係
は
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
問

う
。

市
長　
家
畜
伝
染
病
対
策
に

つ
い
て
は
、
職
員
・
関
係
機

関
が
一
丸
と
な
っ
て
対
応
を

行
う
た
め
、
本
課
へ
集
約
し

た
指
揮
命
令
の
一
元
化
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

肥育中の黒毛和牛

担
と
整
備
内
容
を
示
せ
。

市
長　
こ
の
事
業
は
観
光
客

の
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
に
施
設
整
備
す
る
県
事

業
で
、
掩

※
え
ん
た
い
ご
う

体
壕
跡
地
の
整
備

や
駐
車
場
、
園
路
、
説
明
板

西　次雄　議員峯苫　勝範　議員

な
ど
広
場
整
備
に
関
す
る
も

の
が
対
象
で
あ
る
。

　

戦
跡
復
元
や
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
に
関
し
て
は
必
要
な
場
合

は
市
が
設
置
す
る
こ
と
と
し

て
提
案
し
た
も
の
で
、
完
成

後
は
除
草
・
清
掃
な
ど
の
維

持
管
理
を
定
期
的
に
実
施
す

る
よ
う
予
算
化
し
て
い
る
。

峯
苫　
復
元
さ
れ
た
掩
体
壕
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復元された戦跡（掩体壕）

 市長／計画に基づき改善を検討
 　　　する

 今後の対応は市
営
住
宅

塗
木　
総
合
計
画
に
よ
る
と

市
営
住
宅
の
整
備
計
画
を
策

定
し
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
計
画
の
内
容

と
整
備
状
況
を
問
う
。

　

ま
た
、
ト
イ
レ
が
水
洗
化

さ
れ
て
い
な
い
市
営
住
宅
が

多
く
存
在
す
る
が
、
今
後
の

対
応
を
問
う
。

市
長　
水
洗
化
さ
れ
て
い
な

い
住
宅
は
６
７
３
戸
中
１
９

５
戸
あ
る
。
南
九
州
市
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
老
朽
化
の
著
し
い
も

の
は
建
て
替
え
や
廃
止
を
、

新
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
水

洗
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の

改
善
を
検
討
し
て
い
く
。

塗
木　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

を
創
設
し
て
い
る
が
、
制
度

の
内
容
と
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
示
せ
。
ま
た
、
市
民
や
移

住
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

水洗化が待たれる市営住宅

11人
が

登壇

塗木　弘幸　議員

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
長　
こ
れ
ま
で
の
実
績
は

登
録
軒
数
が
売
買
37
軒
、
賃

貸
23
軒
の
計
60
軒
。
取
引
成

立
件
数
は
42
件
と
な
っ
て
い

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
つ

い
て

市
長
／
さ
ら
に
周
知
を
図

　
　
　
り
制
度
を
充
実
し

　
　
　
て
い
き
た
い

る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
登
録

軒
数
を
増
や
し
取
引
成
立
を

図
り
た
い
。

に
一
式
戦
闘
機
「
隼
」
を
移

設
展
示
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
平
和
公
園
に
展
示
し

て
あ
る
「
隼
」
は
、
撮
影
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
移
設
展
示

は
考
え
ら
れ
な
い
。

峯
苫　
戦
争
遺
跡
や
史
跡
を

調
査
し
、
記
録
保
存
す
る
考

え
は
な
い
か
。

教
育
長　
時
が
経
つ
に
つ
れ

て
風
化
・
劣
化
す
る
心
配
も

あ
り
、
な
る
べ
く
早
く
知

覧
特
攻
平
和
会
館
や
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
市
全
体
の

遺
跡
等
の
内
容
を
調
査
研
究

し
、
必
要
に
応
じ
て
記
録
保

存
す
る
。

※
爆
風
な
ど
か
ら
戦
闘
機
を
守
る

た
め
の
土
堤
づ
く
り
の
格
納
庫
。

そ
の
他
の
質
問

○
世
界
記
憶
遺
産
登
録
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市
長
／
実
態
把
握
や
商
工
業
者
の
動

 

　
　
　
向
な
ど
調
査
し
協
議
す
る

 
検
討
状
況
と
今
後
の
展
開

 
は

買い物弱者山
下　
過
疎
化
、
高
齢
化
の

進
展
や
小
売
業
の
廃
業
、
路

線
バ
ス
の
廃
止
等
に
よ
り
、

食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物

が
困
難
な
買
い
物
弱
者
が
増

え
て
い
る
。
後
期
基
本
計
画

の
中
に
「
対
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
」
と
あ
る
が
、
検
討

状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
考
え
か
。

市
長　
交
通
・
買
い
物
弱
者

を
支
援
す
る
た
め
、
ひ
ま
わ

り
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
て

い
る
が
、
対
策
と
し
て
充
分

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、今
後
、

実
態
把
握
や
商
工
業
者
の
動

向
、
助
成
制
度
な
ど
調
査
し

対
策
を
講
ず
る
。

山
下　
現
在
実
施
し
て
い
る

蔵
元　
近
年
、
生
産
性
の
効

率
化
や
流
通
の
合
理
化
な
ど

農
業
経
営
の
強
化
を
図
る
た

め
、
法
人
化
す
る
団
体
も
増

加
し
て
き
て
い
る
。
安
定
自

立
で
き
る
担
い
手
の
育
成
と

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
対

処
し
て
い
く
た
め
、
農
地
中

間
管
理
機
構
制
度
へ
の
今
後

の
取
り
組
み
を
問
う
。

Ｊ
Ａ
、
生
協
、
コ
ン
ビ
ニ
等

の
移
動
販
売
や
宅
配
サ
ー
ビ

ス
は
大
手
だ
か
ら
可
能
で
あ

り
、
個
人
商
売
で
は
競
合
で

き
な
い
と
思
う
。
地
元
商
店

移動販売を利用する高齢者

市
長　
規
模
拡
大
を
志
向
す

る
中
心
的
経
営
体
に
農
地
を

集
積
・
集
約
す
る
た
め
、
地

域
で
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
農

地
中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付

け
、
地
域
内
の
農
地
利
用
の

再
編
成
を
進
め
る
こ
と
が
理

想
的
と
考
え
る
。
南
九
州
市

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
を
中
心
に
、
農
地
の
利
活

用
方
針
及
び
配
分
計
画
や
モ

デ
ル
地
区
の
農
地
選
定
等
に

取
り
組
む
推
進
体
制
の
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
５
年
後
、

10
年
後
を
見
据
え
た
人
と
農

地
の
問
題
解
決
の
た
め
地
域

と
一
体
と
な
り
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
と
併
せ
た
地
域

の
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業

の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

 市長／重要な農業政策と捉え取
　　　 り組む

 農地中間管理機構への
 今後の取り組みは

農
業
経
営
基
盤

集積された農地

山下　つきみ　議員

や
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
対

策
と
し
て
行
政
支
援
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

市
長　
大
手
業
者
の
取
組
は

買
い
物
弱
者
問
題
の
解
決
に

は
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
地

元
商
工
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
対
策
は
困
難
で
あ
る
が
、

地
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
商

工
業
へ
の
助
成
は
考
え
て
み

る
必
要
も
あ
り
、
各
方
面
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

蔵元　慎一　議員
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市
長
／
医
療
費
抑
制
の
努
力
と
繰
入

 

　
　
　
金
で
対
処
す
る

 

健
全
な
運
営
の
方
策
は

国民健康保険森
田　
国
民
健
康
保
険
は
、

平
成
19
年
度
に
は
全
国
の
７

割
以
上
の
保
険
者
が
赤
字
で

あ
り
、
本
市
も
本
年
度
一
般

会
計
か
ら
２
億
９
千
５
０
０

万
円
の
法
定
外
繰
入
に
よ
り

予
算
を
計
上
し
、
財
源
確
保

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

国
民
皆
保
険
を
支
え
る
医

療
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
国
保
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
税
率
の
変
更
か

健
康
を
推
進
し
て
医
療
費
の

削
減
を
図
る
か
、
保
険
者
の

枠
組
み
を
変
え
る
か
な
ど
抜

本
的
な
対
策
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
事
業
の
危
機
的
状

況
を
改
善
し
健
全
な
運
営
を

目
指
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
方
策
で
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
か
。

市
長　
国
保
事
業
の
健
全
な

財
政
運
営
を
保
つ
た
め
に

は
、
保
険
税
の
引
き
上
げ
か

南九州市の国保総医療費の状況

平和公園内の発電システム

 市長／今後協議を重ねていきた
　　　 い

 非常用発電機を設置す
 る考えは

特
攻
平
和
会
館

竹
迫　
昨
年
ト
ラ
ブ
ル
に
よ

り
平
和
公
園
一
帯
が
停
電
と

な
っ
た
が
、
特
攻
平
和
会

館
に
つ
い
て
は
単
独
受
電
と

し
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
世

界
記
憶
遺
産
登
録
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
回

は
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ

た
。
登
録
に
向
け
て
の
今
後

の
取
組
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

平
和
公
園
一
帯
は
、

省
エ
ネ
対
策
事
業
で
整
備
さ

れ
九
電
か
ら
送
電
が
停
止
さ

れ
た
場
合
は
、
自
家
用
発
電

機
が
作
動
し
電
力
を
供
給
で

き
る
が
、
公
園
内
の
事
故
に

は
対
応
で
き
な
い
。
昨
年
の

ト
ラ
ブ
ル
は
地
下
ケ
ー
ブ
ル

の
漏
電
に
よ
る
も
の
で
、
市

内
の
建
設
業
者
な
ど
か
ら
発

電
機
を
借
用
し
て
対
応
し

た
。
今
後
も
借
用
で
対
応
し

た
い
。

　

世
界
記
憶
遺
産
に
つ
い
て

は
、
登
録
に
向
け
て
今
後
も

努
力
し
て
い
く
。

竹
迫　

特
攻
平
和
会
館
へ

は
、
国
内
外
問
わ
ず
入
館
者

が
訪
れ
る
。
登
録
に
向
け
て

取
り
組
む
の
で
あ
れ
ば
な
お

さ
ら
即
対
応
で
き
る
自
前
の

非
常
用
発
電
機
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　
費
用
対
効
果
や
維
持

管
理
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
い
き
た
い
。

医
療
費
の
抑
制
し
か
な
い

が
、
現
時
点
で
は
更
な
る
税

負
担
を
求
め
る
状
況
に
は
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
医
療
費
の
伸
び

を
抑
え
る
た
め
の
各
種
取
り

組
み
を
実
施
し
な
が
ら
、

茶
健
康
増
進
実
証
事
業
を
推

進
し
、
一
般
会
計
繰
入
と
の

双
方
か
ら
対
処
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
茶
健
康
増
進
実
証
事
業

竹迫　毅　議員

森田　隆志　議員
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市
長
／
国
及
び
県
の
指
示
の
も
と
協

 

　
　
　
力

 
避
難
計
画
へ
の
対
応
策
は

原　発亀
甲　

い
ち
き
串
木
野
市

は
、
川
内
原
発
で
事
故
が
発

生
し
た
際
の
避
難
計
画
を
公

表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

す
る
本
市
の
受
け
入
れ
計
画

を
示
せ
。

市
長　
原
子
力
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
い
ち
き
串
木
野

市
原
子
力
災
害
住
民
避
難

計
画
に
よ
り
、
本
市
へ
約

５
千
５
０
０
人
が
22
箇
所
の

避
難
所
へ
避
難
す
る
予
定
。

受
け
入
れ
計
画
に
つ
い
て

は
、
国
及
び
県
の
指
示
の
も

と
、
出
来
る
限
り
の
協
力
を

し
た
い
。

内
園　
県
内
19
市
の
う
ち
16

市
が
、
生
活
環
境
の
向
上
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
目
的
で
、
全
市
民
を
対
象

に
、
現
に
居
住
す
る
住
宅
等

の
増
改
築
工
事
を
市
内
業
者

に
発
注
す
る
場
合
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
行
っ
て
い

る
が
、
本
市
も
実
施
す
る
考

え
は
な
い
か
。

亀
甲　
勝
目
城
跡
全
体
を
市

の
文
化
財
に
指
定
し
、
保
存

す
る
考
え
は
な
い
か
。

勝目城跡

市
長　
移
住
定
住
促
進
対
策

事
業
に
よ
り
住
宅
取
得
等
を

市
民
に
助
成
し
て
お
り
、
全

市
民
を
対
象
に
し
た
助
成
の

実
施
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

　
内
園　
若
者
の
定
住
に
は
企

業
誘
致
が
大
事
だ
と
考
え
る

が
、
合
併
後
の
状
況
と
雇
用

の
成
果
を
示
せ
。

市
長　
５
社
の
企
業
と
立
地

協
定
を
締
結
し
、常
勤
40
人
、

パ
ー
ト
31
人
、
計
71
人
を
雇

用
し
て
い
る
。

内
園　
今
後
、
20
代
か
ら
30

代
の
女
性
人
口
が
激
減
す
る

と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
若

者
定
住
対
策
は
。

市
長　
現
在
市
で
は
、
移
住

定
住
促
進
対
策
事
業
、
特
別

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

内
園　
公
営
住
宅
や
民
営
住

宅
の
家
賃
助
成
の
考
え
は
。

市
長　
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

 市長／現在のところ考えていな
 　　　い

 リフォーム助成の考え
 は住

　
宅

リフォーム中の住宅

勝
目
城
の
文
化
財
指
定
に
つ

い
て

教
育
長
／
文
化
財
保
護
審

　
　
　
　
議
会
と
十
分
協

　
　
　
　
議
し
検
討
す
る
。

教
育
長　
指
定
に
あ
た
っ
て

は
、
城
跡
の
施
設
の
詳
細
な

確
認
調
査
に
よ
り
範
囲
を
特

定
し
、
地
権
者
か
ら
指
定
へ

の
同
意
が
必
要
と
な
る
。
さ

ら
に
文
化
財
保
護
審
議
会
に

諮
問
し
、
答
申
、
告
示
と
い

う
一
連
の
手
続
き
を
経
て
指

定
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
今
後
文
化
財
保
護

審
議
会
と
十
分
協
議
を
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
認
知
症
検
診

亀甲　俊博　議員

内園　知恵子　議員

若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

市
長
／
現
状
の
助
成
・
軽

　
　
　
減
等
実
施
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空き家となった住宅

 市長／条例を制定しようと計画して
 　　　いる

 制定に向けての協議内容
 とその方向性は

空
き
家
条
例

深
町　
平
成
24
年
第
７
回
南

九
州
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
「
空
き
家
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
か
」
と
の

質
問
に
対
し
、
市
長
は
「
全

国
で
空
き
家
等
の
条
例
を
制

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
自
治
体
の
条
例
を
参
考

に
、
本
市
も
条
例
制
定
に
向

け
て
取
り
組
む
考
え
で
あ

る
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
条
例
化
に
向
け

て
協
議
が
さ
れ
た
と
思
う

が
、
協
議
内
容
と
そ
の
方
向

性
を
示
せ
。

市
長　

平
成
25
年
８
月
に

は
、
国
会
議
員
で
構
成
す
る

空
き
家
対
策
推
進
議
員
連
盟

か
ら
、
市
町
村
へ
立
ち
入
り

調
査
権
付
与
や
危
険
住
宅
の

撤
去
に
対
す
る
財
政
支
援
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
空
き
家

対
策
特
別
措
置
法
案
」
が
ま

と
ま
り
、
今
後
国
会
へ
提
出

し
、
成
立
を
目
指
す
と
の
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

  

「
空
き
家
対
策
に
関
す
る

政
策
提
言
」
に
対
す
る
県
の

取
り
組
み
内
容
等
が
明
ら
か

に
な
っ
て
か
ら
、
法
律
や
県

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
条
例
を
制

定
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

深町　幸子　議員

 

市
長
／
農
道
整
備
も
進
め
て
い
き
た

 

　
　
　
い
と
考
え
る

 

解
消
対
策
と
そ
の
一
環
と

 

し
て
の
農
道
整
備
は

遊休農地浜
田　
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
育
成
の
後
退
化

に
よ
る
農
家
戸
数
の
減
少
に

伴
い
遊
休
農
地
が
年
々
増
加

し
て
い
る
が
、
そ
の
解
消
と

効
率
的
農
業
実
現
の
た
め
の

農
道
整
備
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

市
長　
農
地
の
再
生
利
用
を

図
る
う
え
で
、
今
後
、
な
お

一
層
地
域
と
密
着
し
な
が
ら

国
・
県
の
施
策
を
注
視
し
、

農
業
委
員
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

解
消
対
策
に
取
り
組
む
。
併

せ
て
、
地
元
の
要
望
に
対
し

現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
効
率

化
を
図
る
農
道
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

浜
田　
市
内
全
域
の
交
通
安

全
点
検
と
そ
れ
に
伴
う
整
備

計
画
及
び
県
道
石
垣
喜
入
線

県道石垣喜入線（石垣商店街付近）

の
石
垣
商
店
街
付
近
の
整
備

を
県
に
働
き
か
け
る
計
画
は

な
い
か
。

市
長　
市
民
を
交
通
事
故
等

か
ら
守
り
、
か
つ
円
滑
な
交

通
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

は
責
務
と
考
え
て
い
る
。
各

道
路
管
理
者
と
現
地
を
確
認

し
、
危
険
個
所
の
早
期
整
備

を
要
請
し
、
石
垣
商
店
街
付

近
の
県
道
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
粘
り
強
く
要
望

を
続
け
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
国
旗
・
市
旗
の
掲
揚

浜田　茂久　議員

石
垣
商
店
街
付
近
の
県

道
整
備
は

市
長
／
早
期
整
備
を
要
望


